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（会議経過） 
発言者 議題・発言内容・決定事項 
司会 

(今堀太平) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会長 
(中村功一 
 八日市市長) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  皆さま、こんにちは。本日はお忙しい中ご出席いただきまして、誠

にありがとうございます。開会の前に、事務局から皆さまにいくつか

連絡事項等を申し上げたいと存じます。 
 まず第１点目といたしまして、本日の協議会の日程につきまして確

認をさせていただきますので、お手元の次第をご覧いただきたいと思

います。 
 まず、次第４番の協議事項でございますが、前回提案しております

１０件について、ご協議をお願いします。次に、次第５番目の提案事

項につきましては、生活環境関係事業など３件と、合併建設計画の素

案について説明をさせていただきます。どうかよろしくお願い申し上

げます。 
 第２点目は、本日の傍聴者の定員でございますが、４０名となって

おります。傍聴者の皆さまには、受付でお渡しいたしております『傍

聴のお願い』を遵守いただきますよう、お願い申し上げます。 
 第３点目、本日は全員の方の出席でございます。なお、五個荘町長

につきましては、少し遅れるとの連絡をいただいておりますので、間

もなく到着されることと思います。よって、規約第１０条の規定によ

り、本日の会議が成立いたしますことをご報告申し上げます。 
 最後に、発言および携帯電話に関する留意事項につきましては、前

回同様にお願い申し上げます。 
 それでは、第２回東近江市・能登川町・蒲生町合併検討協議会を開

会させていただきます。 
 開会にあたりまして、協議会会長 中村功一八日市市長がごあいさ

つを申し上げます。 
 
 皆さん、こんにちは。本年もあとわずかとなり、大変慌しい昨今で

ございます。暖冬とは言え、寒さもまた厳しくなってまいりましたけ

れども、皆さま方におかれましては、各方面でいろいろご活躍のこと

と存じます。 
日頃は１市２町の合併に向けた取り組みに格段のご協力を賜ってお

りますことに対しまして、厚く御礼を申し上げたいと思います。 
本日、第２回目となります合併検討協議会に何かとご多忙の中をご

出席賜りまして、誠にありがとうございます。 
 まず初めに、昨日開催されました滋賀県市町村合併推進支援本部本

部員会議におきまして、東近江市と能登川町・蒲生町の地域が重点支

援地域の指定を受けまして、本日朝、７人の市町長が県庁に出向き、

國松知事から指定書の交付を受けた次第であります。知事からは、「短

い期間ではありますけれども、地域住民の期待に応えてほしい」とい
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司会 
 
 
 
 
議長 
(中村功一会長) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う言葉をいただきました。合併の核となる東近江市を構成する１市４

町の首長の１人として、また、この協議会の会長として、改めて責任

の重さを感じますと共に全力で取り組むことを心新たにしている次第

であります。 
 この１年間は、平成の大合併にとり大きく飛躍した年となりました。

全国的に見ましても、多くの地域におきまして着々と合併協議が進め

られまして、次々と新しいまちが誕生しております。また、県内各地

域におきましても、甲賀市、湖南市また野洲市が誕生いたしますとと

もに、来年３月末に迎えます合併特例法期限内の合併申請をめざし、

秦荘町と愛知川町、米原市と近江町、大津市と志賀町による活発な協

議が続けられております。 
２１世紀は地方分権の時代でございます。まさにこれを担う基礎自

治体としての充実・強化が図れますように、２月１１日および３月末

をめざし、しっかりとした東近江市の礎を築いてまいりたいと考えて

おります。 
さて、いよいよ今回から合併協定項目につきまして具体的に協議が

始まり、本日の協議事項は、合併の方式、町名・字名の取扱い等、合

併の骨格とも言える基本事項を中心に協議をいただきます。また、提

案事項におきましては、住民の皆さんに直接関わりますサービスや、

まちの将来の目標となる姿を描いた『合併建設計画』の素案について

提案説明をいたします。大変多くの重要な事項の審議をお願いするわ

けでありますが、新しいまちづくりに向けました有意義な議論がなさ

れますことをお願い申し上げまして、簡単でございますが、ごあいさ

つといたします。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
ありがとうございました。 
それでは、これより議事に入らせていただきます。会議の議長につ

きましては、規約第１０条第２項の規定によりまして、中村会長にお

願いいたします。 
 
それでは、規約によりまして、これからの議事につきましては私が

議長を務めさせていただきます。忌憚のないご意見をお出しいただき

たいと思います。 
まず、会議録署名委員の指名をさせていただきます。永源寺町の吉

澤委員さん、蒲生町の岡崎委員さん、お二人を会議録署名委員に指名

させていただきます。よろしくお願いいたします。 
次第４番、協議事項に移らせていただきます。前回の協議会で提案

させていただいております協議第９号から第１８号までありますが、

この１０件につきまして協議をお願いいたします。 
まず最初に、協議第９号「合併の方式について」および協議第１０

号「市の名称について」、協議第１１号「市の事務所（市役所）の位置
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事務局長 
 (中島喜代志) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議長 
 
 
 
田中敏彦委員 
  (八日市市) 
 
 
 
事務局長 
 
 
議長 
 
 
 
議長 
 
 
 

について」は、それぞれ関連がありますから一括議題といたします。

提案内容について、再度事務局から説明を申し上げます。 
 
皆さま、大変ご苦労さまでございます。それでは、前回の議案の中

から協議第９号と第１０号、第１１号をお出しいただきまして、ご覧

いただきたいと思います。順次説明をさせていただきます。 
まず、協議第９号「合併の方式について」でございますが、２月１

１日に１市４町が合併し、能登川町、蒲生町が東近江市にスムーズに

参加できる方法として、編入合併の手法を採用することとさせていた

だきたいと考えております。 
提案の内容につきましては、神崎郡能登川町及び蒲生郡蒲生町を廃

し、その区域を東近江市に編入するというものでございます。 
次に、協議第１０号「市の名称について」でございますが、今ほど

提案させていただきました編入合併の方式をとらせていただきますの

で、市の名称は、『東近江市』とするものでございます。 
次に、協議第１１号「市の事務所（市役所）の位置について」でご

ざいますが、市の事務所（市役所）は、東近江市八日市緑町１０番５

号とする。能登川町及び蒲生町の事務所（役場）につきましては、支

所として活用させていただくという提案でございます。 
以上３件でございます。よろしくお願いいたします。 
 
それでは、ただいま事務局から説明がありましたこの議案について、

協議をお願いいたします。何かご意見、ご質問がありましたら、どう

ぞご発言いただきたいと思います。 
 
八日市の田中です。１市４町の時も、この「方式」と「名称」と「事

務所の位置」の協議をした時に、「合併の期日」というのも確か協議で

あったと思うのですけれども、今回それはされないのですか、質問い

たします。 
 
合併の期日につきましては、ほかの議案との関係があり、１月に提

案させていただきますので、また協議をいただきたいと思います。 
 
よろしいですか。ほかにありませんか。 
 

（なしの声あり） 
 
ないようでありますので協議第９号「合併の方式について」および

協議第１０号「市の名称について」、協議第１１号「市の事務所（市役

所）の位置について」、お諮りいたします。原案どおり可決することに

賛成の方の挙手をお願いいたします。 
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議長 
 
 
 
 
 
 
事務局長 
 
 
 
 
 
 
 
議長 
 
 
 
 
議長 
 
 
 
 
 
議長 
 
 
 
 
 
 
事務局長 
 
 
 
 
 

（賛成者挙手） 
 
ありがとうございます。全員の挙手をいただきました。協議第９号

「合併の方式について」および協議第１０号「市の名称について」、協

議第１１号「市の事務所（市役所）の位置について」は、原案どおり

可決いたします。ありがとうございました。 
続きまして、「協議第１２号 財産の取扱いについて」でありますが、

提案内容につき、もう一度事務局から説明を申し上げます。 
 
それでは、協議第１２号「財産の取扱いについて」のご説明を申し

上げます。提案の内容につきましては、能登川町及び蒲生町の所有す

る財産は、すべて東近江市に引き継ぐものとするという内容でござい

ます。 
資料といたしましては、平成１５年度の一般会計および特別会計の

決算額、水道・病院各事業の決算額、また主な公の施設についての資

料を添付させていただいております。以上でございます。 
 
ただいま事務局から説明がありましたこの議案について、協議をお

願いいたします。何かご意見、ご質問がありましたら、どうぞ。 
 

（なしの声あり） 
 
ないようであります。それでは、協議第１２号「財産の取扱いにつ

いて」をお諮りいたします。原案どおり可決することに賛成の方の挙

手をお願いいたします。 
 

（賛成者挙手） 
 
ありがとうございます。全員の挙手をいただきました。協議第１２

号「財産の取扱いについて」は、原案どおり可決いたします。ありが

とうございました。 
続きまして、協議第１３号「地方税、使用料、手数料の取扱いにつ

いて」でありますが、提案内容について、再度、事務局から説明を申

し上げます。 
 
協議第１３号「地方税、使用料、手数料の取扱いについて」を説明

させていただきます。 
税につきましては、前納報奨金、法人税の法人税割の税率について

少し差異がございますが、その他は同一でございますので、東近江市

の制度で統一させていただきます。 
使用料につきましては、№５から書いておりますが、同一・同種の
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施設について基準を設け、１時間当たりを設定する方法で、東近江市

の方針で統一させていただきたいという提案でございます。また、入

館料を定めている施設は、現行のとおりとするものでございます。 
最後に手数料でございますが、蒲生町において少し差異がございま

すが、それほどの差異ではございませんので、東近江市の方針で統一

させていただくという方針でございます。 
調整方針といたしましては、１点目に、地方税については、先ほど

から申し上げましたように、東近江市の制度に統一する。２点目に、

使用料、手数料については、東近江市の方針に基づき統一するよう調

整する。３点目は、入館料を定めている施設については、現行のとお

りとするという提案でございます。以上でございます。 
 
ただいま事務局から説明を申し上げましたこの議案について、ご協

議をお願いいたします。何かご意見、ご質問がありましたら、どうぞ。

 
（なしの声あり） 

 
特にないようでありますので、協議第１３号「地方税、使用料、手

数料の取扱いについて」、お諮りいたします。原案どおり可決すること

に賛成の方の挙手をお願いいたします。 
 

（賛成者挙手） 
 
ありがとうございます。全員の挙手をいただきました。したがいま

して、協議第１３号「地方税、使用料、手数料の取扱いについて」は、

原案どおり可決いたします。ありがとうございました。 
続きまして、協議第１４号「町名、字名の取扱いについて」であり

ますが、提案内容につきまして、再度、事務局から説明いたします。

 
協議第１４号「町名、字名の取扱いについて」の提案をさせていた

だきます。 
資料につきましては、現在の東近江市の１市４町、それから能登川

町、蒲生町の町名・字名をあげております。この町名・字名につきま

して、能登川町及び蒲生町における「大字名」は、原則として「大字」

を削除し、現在の名称に「町」をつけ東近江市の「町名」とするもの

でございます。２点目は、蒲生町大字大森及び大字寺については、東

近江市大森町及び寺町と区分できるよう合併時までに調整するものと

する。３点目は、能登川町及び蒲生町の「町名」については、上記調

整方針を基本として、住民の意向を踏まえた後に決定するものでござ

います。 
以上の提案でございます。よろしくお願いします。 
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ただいま事務局から説明申し上げましたが、この議案につきまして

ご協議をお願いいたします。何かご意見、ご質問がありましたら、ど

うぞご発言ください。 
 

（なしの声あり） 
 
特にないようであります。協議第１４号「町名、字名の取扱いにつ

いて」、お諮りいたします。原案どおり可決することに賛成の方の挙手

をお願いいたします。 
 

（賛成者挙手） 
 
ありがとうございます。全員の挙手をいただきました。協議第１４

号「町名、字名の取扱いについて」は、原案どおり可決いたします。

ありがとうございます。 
続きまして、協議第１５号「一部事務組合等の取扱いについて」で

ありますが、提案内容につきまして、もう一度事務局から説明を申し

上げます。 
 
それでは、協議第１５号「一部事務組合等の取扱いについて」の提

案をさせていただきます。 
提案内容は、能登川町、蒲生町が加入している一部事務組合等の取

扱いについては、次のとおりとするというもので、１から６に記載し

ておりますとおりの取扱いとして提案させていただきます。 
１点目は、合併の前日をもって脱退し、東近江市として引き続き加

入する一部事務組合等でございます。 
２点目は、合併の日の前日をもって脱退する組合等でございます。

共同設置も含まれております。 
３点目は、合併の日の前日をもって共同設置を廃止する。東近江市

となる八日市市・永源寺町・五個荘町と能登川町が介護認定審査会を

持っておりますが、これは必要がなくなりますので、廃止するもので

ございます。 
４点目は、財団法人の統合についての調整でございます。 
５点目は、事務の委託等を受けているものについての調整でござい

ます。 
６点目は、日野川用水の施設管理協議会につきましては、前日で脱

退を蒲生町がしていただきまして、東近江市として引き続き加入する

というものでございます。 
資料につきましては、現在の状況を示しておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。以上でございます。 
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ただいま事務局から説明がありましたこの議案につきまして、ご協

議をお願いいたします。何かご意見、ご質問がございましたら、どう

ぞご発言ください。 
 

（なしの声あり） 
 
特にないようでございますので、協議第１５号「一部事務組合等の

取扱いについて」、お諮りいたします。原案どおり可決することに賛成

の方の挙手をお願いいたします。 
 

（賛成者挙手） 
 
ありがとうございます。全員の挙手をいただきました。従いまして、

協議第１５号「一部事務組合等の取扱いについて」は、原案どおり可

決いたします。ありがとうございます。 
続きまして、協議第１６号「公共的団体等の取扱いについて」であ

ります。提案内容につきまして、事務局から再度説明を申し上げます。

 
協議第１６号「公共的団体等の取扱いについて」の提案でございま

す。資料 1 につきましては、公共的団体の定義、関係法令、それから
資料 2 につきましては、現在の主な公共的団体をあげさせていただい
ております。この公共的団体等につきましては、下記の調整内容に基

づき、各団体と充分協議しながら統合・再編等の調整に努める。ただ

し、特別な事情により統合・再編等が困難な団体は、当分の間、現行

のとおりとする。 
１点目は、東近江市、能登川町及び蒲生町の区域で組織されている

団体につきましては、速やかな一体性を確保するため、基本的に合併

時に統合するよう調整に努めるものでございます。なお、統合に時間

を要する団体につきましては、合併後２年以内を目標に統合するよう

調整に努めるものでございます。 
２点目は、東近江市、能登川町及び蒲生町の区域を越えて組織され

ている団体については、区域の変更等、組織の再編に向け、検討が進

められるよう調整に努めるものでございます。 
以上が提案内容でございます。よろしくお願いいたします。 
 
事務局から説明いたしましたこの議案について、ご協議をお願いい

たします。ご意見、ご質問がありましたら、どうぞご発言ください。

 
（なしの声あり） 

特にないようでありますので、協議第１６号「公共的団体等の取扱
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いについて」、お諮りいたします。原案どおり可決することに賛成の方

の挙手をお願いいたします。 
 

（賛成者挙手） 
 
ありがとうございます。全員の挙手をいただきました。協議第１６

号「公共的団体等の取扱いについて」は、原案どおり可決いたします。

ありがとうございます。 
続きまして、協議第１７号「補助金、交付金等の取扱いについて」

であります。提案内容につきまして、事務局から再度説明を申し上げ

ます。 
 
協議第１７号「補助金、交付金等の取扱いについて」の提案をさせ

ていただきます。 
資料につきましては、現行の主な補助金、交付金等をあげさせてい

ただいております。補助金、交付金等については、従来からの経緯、

実情等に配慮し調整するものでございます。 
１点目は、東近江市と能登川町又は蒲生町で同一あるいは同種の補

助金については、関係団体等の理解と協力を得て、統一するものでご

ざいます。２点目は、東近江市と能登川町又は蒲生町独自の補助金に

ついては、合併後の市域内の均衡を保つように調整するものでござい

ます。３点目は、整理統合できる補助金等については、統合、廃止で

きるように調整するものでございます。 
以上が提案内容でございます。よろしくお願いいたします。 
 
ただいま事務局から説明を申し上げましたこの議案につきまして、

ご協議をお願いいたします。何かご意見、ご質問がありましたら、ど

うぞご発言ください。 
 
「整理統合できる補助金等については、統合、廃止できるよう調整

する」と書いているのですけれども、整理統合できる補助金は、割合

でどれぐらいあるとお考えですか。わかる範囲でお答えください。 
 
現在、分科会・部会等で今日まで調整いただきまして、新市の条例・

規則等の整備の最終段階に入っている現状でございまして、実際に現

時点で廃止する部分については把握できておりません。新市の条例・

規則等が固まりまして発表できる段階になりましたら、何点か廃止・

統合された部分がわかるということでございます。現在の時点ではは

っきり把握しておりませんので、よろしくご理解いただきたいと思い

ます。 
ありがとうございます。整理統合できる補助金というのは、こうい
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うふうに書いてあってもなかなか難しいと思うのですよ。それぞれの

団体がそれぞれで期待していて、その団体に「死ね」と言うみたいな

ものですからね。廃止するというのは、その辺のところをある意味で

公平に、客観的に見て公平になるような形で配慮していただいて、勇

気を持ってやっていただきたいなと要望しますので、よろしくお願い

します。 
 
ありがとうございます。ご要望を承っておきます。 
ほかにありませんか。 
 

（なしの声あり） 
 
特にないようでありますので、協議第１７号「補助金、交付金等の

取扱いについて」、お諮りいたします。原案どおり可決することに賛成

の方の挙手をお願いいたします。 
 

（賛成者挙手） 
 
ありがとうございます。全員の挙手をいただきました。従いまして、

協議第１７号「補助金、交付金等の取扱いについて」は、原案どおり

可決いたします。ありがとうございます。 
続きまして、協議第１８号「総務・企画・人権関係事業について」

であります。提案内容につきまして、事務局から再度説明申し上げま

す。 
 
それでは、協議第１８号「総務・企画・人権関係事業について」の

提案をさせていただきます。 
まず、№１でございますが、大きな調整方針といたしまして、消防

防災、電算システム、慣行、条例・規則、広報広聴、姉妹都市・国際

交流、コミュニティ施策及び人権施策については、東近江市の制度及

び方針に統一する。ただし、別に調整が必要な事業については、各項

目で別に定めるとおりとするものでございます。 
まず、１点目の消防防災事業の中で、常備消防につきましては、現

在、一部事務組合でやっていただいておりますので、現行のとおりと

するものでございます。消防団につきましては、東近江市の消防団の

編成に準じまして、能登川町及び蒲生町の区域の消防団を再編し、統

一するものでございます。 
次に、№３でございますが、電算システムにつきましては、現在の

状況をあげておりますが、基幹系業務及び情報系システムについては、

平成１７年度中に統一し、ネットワークシステムにより運用するとい

う提案でございます。基幹系に連携いたします業務、また単独で作動
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する業務につきましては、平成１８年度までに統一に向け調整するも

のでございます。 
次に、№４の条例・規則でございますが、条例・規則は東近江市の

条例・規則を適用するものでございます。ただ、今後、事務事業調整

で協議をしていただきますので、調整内容を踏まえまして、条例・規

則の新規の制定もしくは既存の条例の一部改正を行うものとするもの

でございます。 
次に、№５でございますが、広報広聴事業の中のホームページにつ

きましては、合併時に東近江市のホームページに統合するものでござ

います。 
次に、№７のコミュニティ施策でございますが、その中の自治組織

であります自治会の連合組織については、東近江市自治会連合会を置

き、その下に１４の地区を設定し、各地区に地区自治会連合会を置く

というものでございます。 
それの概要を表したものを、資料 1 にあげさせていただいておりま
す。それ以外のものにつきましては、先ほどの大きな調整方針で申し

上げましたような内容で調整をするものでございます。 
以上でございます。よろしくお願いいたします。 
 
ただいま事務局から説明をいたしましたこの議案につきまして、ご

協議をお願いいたします。何かご意見、ご質問がありましたら、どう

ぞ。 
 

（なしの声あり） 
 
特にないようであります。協議第１８号「総務・企画・人権関係事

業について」、お諮りいたします。原案どおり可決することに賛成の方

の挙手をお願いいたします。 
 

（賛成者挙手） 
 
ありがとうございます。全員の挙手をいただきました。従いまして、

協議第１８号「総務・企画・人権関係事業について」は、原案どおり

可決いたします。ありがとうございました。 
それでは、提案事項に移らせていただきます。次回の協議会でご協

議いただきます事項につきまして、本日４件の提案説明のみをさせて

いただきます。 
まず、協議第１９号「生活環境関係事業について」を事務局から説

明いたします。 
 
それでは、本日の資料の中から協議第１９号をご覧いただきたいと
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思います。 
協議第１９号「生活環境関係事業について」の提案説明をさせてい

ただきます。 
調整方針といたしましては、№１のところにあげさせていただいて

おります。生活環境及び交通政策関係事業については、東近江市の制

度及び方針に統一するものでございます。ただし、別に調整が必要な

事項については、各項目で定めるとおりとするものでございます。 
生活環境事業といたしまして、１点目は環境政策をあげさせていた

だいております。環境基本条例、環境基本計画、新エネルギー施策、

２点目はごみ処理、リサイクル推進、いずれも東近江市のところで網

かけになっているところがございますが、このような調整方針で進ま

せていただくものでございます。 
次に、№２でございますが、ごみの関係で、ごみの処理施設につき

ましては、それぞれ加入いただいている一部事務組合で処理しており

ますので、そのまま加入し処理するというものでございます。ごみの

収集回数につきましては同じでございますので、そのまま進めさせて

いただきます。粗大ごみにつきましても、ほぼ似通った形でやってお

りますので、方針どおりの調整をさせていただくものでございます。

№３につきましては、有料ごみの回収、資源回収、リサイクル推進

体制についてあげさせていただております。少し東近江市の調整内容

が多くなっておりますので、内容につきまして、東近江市の調整内容・

方針で統一させていただくというものでございます。 
№４は交通政策事業でございます。１点目は、地方バス路線の事業

でございます。地方バス路線で現行の町が補助金を出して運営を行っ

ているものについては、現行のとおりとするものでございます。２点

目はコミュニティバスでございますが、調整内容につきまして、能登

川町、蒲生町については、合併後２年以内にコミュニティバス事業と

して調整させていただくものでございます。日野町営路線バス（桜川

線）に対する負担金は、当分の間現行のとおり支出を続けていくもの

でございます。 
以上が提案内容でございます。よろしくお願いいたします。 
 
ただいま説明がありました議案内容につきまして、不明な点等がご

ざいましたら、どうぞご質問をしてください。 
 

（なしの声あり） 
 
特にないようでありますので、次の提案事項に移らせていただきま

す。続きまして、協議第２０号「健康福祉関係事業について」、事務局

から説明いたします。 
協議第２０号「健康福祉関係事業について」でございますが、資料
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がたくさん付いておりますので、順次ご説明をさせていただきます。

№１の右肩の方に、１番から８番まで、高齢者福祉から病院（診療

所）のところまで、どのページにどういうものをあげているかという

目次を付けておりますので、よろしくお願いいたします。 
調整方針といたしましては、高齢者福祉、介護保険、障害者福祉、

児童福祉、生活保護、国民健康保険、保健衛生及び病院（診療所）に

ついては、東近江市の制度及び方針に統一する。ただし、別に調整が

必要な事業については、各項目で定めるとおりとするものでございま

す。 
まず１番目、高齢者福祉でございますが、老人保健福祉計画につき

ましては、平成１７年度に計画を立てるようになっておりますので、

１７年度まではそれぞれの旧市町の計画として運営していただいて、

１８年度から計画を立てていくというものでございます。 
外出支援サービスにつきましては、外出支援サービス事業は現行の

とおり引き継ぎますので、合併後２年以内に統一していくように調整

するものでございます。 
№２でございますが、生活管理指導員派遣事業でございますが、生

活管理指導員の派遣事業につきましては、合併時は現行のとおりとい

たしまして、平成１８年度から東近江市の制度で実施するものでござ

います。配食サービス、生きがい生活支援通所事業、それから№３の

緊急通報システム事業につきましては、東近江市の欄に掲げているよ

うな調整内容で実施するものでございます。 
７番目の寝具類洗濯乾燥消毒サービス事業につきましては、先ほど

の調整と同じように、合併時は現行のとおりといたしますが、１８年

度から東近江市の制度で実施するという内容でございます。 
№４の介護用品の購入助成、敬老祝金、百歳祝金につきましては、

合併時は現行のとおりといたしますが、平成１８年度から東近江市の

制度で統一して実施するものでございます。 
№５でございますが、ここから介護保険事業になります。介護保険

事業の計画につきましては、先ほどの高齢者の計画と同じように１７

年度に計画を策定されますので、１７年度までは旧市町の計画、１８

年度から同じ計画で実施するというものでございます。介護保険の納

期につきましては、１８年度から東近江市の納期に統一するものでご

ざいます。 
次に№６の低所得者対策事業でございますが、東近江市と同様に、

能登川町における社会福祉法人等による利用者の負担減免について

は、平成１７年度をもって廃止するものですが、ただし、１７年度以

前の利用者については、経過措置を設けるものでございます。介護保

険認定審査会につきましては、先ほどの一部事務組合のところでご説

明申し上げましたので、省かせていただきます。 
次に、介護保険運営協議会でございますが、合併に伴う運営委員の
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定数及び任期の取扱いについては、合併時までに調整させていただく

ものでございます。 
次に、障害者福祉でございますが、支援費制度事業、重度身体障害

者日常生活用具給付事業、次のページの身体障害者補装具の交付及び

修理、更生医療の給付、次のページの知的障害者日常生活用具給付事

業、身体障害者デイサービス事業につきましては、合併時は現行のと

おりといたしますが、１８年度から東近江市の制度で実施させていた

だくものでございます。 
№１０ではサマーホリデイのサービス事業、心身障害者２４時間対

応型利用制度、№１１では在宅重度障害者通所生活訓練援助事業につ

きましては、東近江市の調整方針で実施させていただくものでござい

ます。 
№１１の社会参加促進事業につきましては、平成１８年度から東近

江市の制度で実施するもので、合併時は現行のとおりとさせていただ

くものでございます。 
№１２の重度障害者移動支援事業、№１３の心身障害者扶養共済制

度掛金助成までにつきましては、合併時は現行のとおりとし、平成１

８年度から東近江市の制度で実施するものでございます。 
次に№１４でございますが、ここから児童福祉に入ります。児童福

祉施策の中で、地域行動計画の策定につきましては、現在もう既につ

くられておりますので、合併時は現行のとおりといたしますが、合併

後速やかに統合するように見直すものでございます。放課後対策事業

につきましては、平成１８年度から東近江市の制度で実施するもので

ございます。 
次に№１５から保育所の施策のところに入りますが、保育所の設置

状況はここにあげているとおりでございます。保育所の保育料につき

ましては、合併時は現行のとおりでございますが、平成１８年度から、

これにつきましても東近江市の保育料に統一させていただくものでご

ざいます。国の基準のだいたい８割程度の負担になるように、東近江

市は設定させていただいております。 
№１６につきましては、一時保育のところに調整内容をあげており

ます。これも同じように、１８年度から東近江市の保育料に統一させ

ていただくものでございます。延長保育、障害児保育、給食について

は、東近江市の欄に掲げているような調整内容で実施させていただく

ものでございます。 
次に、№１７につきましては、生活保護の内容でございます。生活

保護につきましては、現在、能登川町と蒲生町につきましては東近江

地域振興局で行っていただいておりますので、合併後は東近江市福祉

事務所において実施するものでございます。内容につきましては、こ

こにあげているとおりでございます。 
№１８からは国民健康保険事業をあげさせていただいておりまし
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て、まず国民健康保険料でございますが、現在、能登川町と蒲生町は

国民健康保険税として賦課をされておりますが、合併時はそのままと

し、１８年度から東近江市と同じように保険料として統一させていた

だくものでございます。 
№１９については、国民健康保険の給付事業の内容でございますが、

保険給付事業、人間ドック・脳ドック検診費助成、高額療養費貸付制

度、出産資金の貸付については、合併時は現行のとおりといたします

が、１８年度から統一して実施するものでございます。２点目は、人

間ドック・脳ドック検診費助成については、平成１８年度から統一し

ていくものでございます。 
次に、国民健康保険運営協議会につきましては、合併時までに委員

構成や定数等を調整するものでございます。 
次に、福祉医療費助成でございますが、まず福祉医療費の助成のう

ちの市町の単独事業につきましては、対象者・給付基準等を見直した

うえ、平成１８年度から統一して実施する事業と、平成１７年度をも

って原則として廃止する事業に区分して調整するものでございます。

まず、未就学児の単独事業については、合併時は現行のとおりといた

しますが、平成１８年度から東近江市の制度で実施するものでござい

ます。就学前まで負担をするものでございます。 
次、№２１のところのひとり親の家庭児童の単独事業につきまして

は、県制度を残しまして現行のとおり合併時は実施いたしますが、１

７年度をもって廃止するものでございます。 
№２２の心身障害者（児）の単独事業につきましては、合併時は現

行のとおりといたしますが、平成１８年度から東近江市の制度で実施

するものでございます。 
№２３の心身障害老人等の単独事業につきましては、合併時は現行

のとおりといたしまして、平成１８年度から東近江市の制度で実施す

るものでございます。 
№２４につきましては、６５歳～６９歳の老人の町単独事業につき

ましては廃止するものでございます。ただし、蒲生町の合併前の対象

者については、経過措置を設けるものでございます。 
はり、きゅう、マッサージ施術の単独事業については、合併時は現

行のとおりとし、１７年度をもって廃止するものでございます。 
次に、№２５の保健衛生の事業につきましては、各保健センターで

いろいろな事業を実施しておりますが、母子及び成人の各種健診・健

康相談・健康教育並びに予防接種につきましては、合併時は現行のと

おりとするもので、平成１８年度から実施内容、方法等の統一を図り、

各保健センターを拠点に実施するものでございます。 
以下ずっと保健事業を項目の順にあげさせていただいております。

最後、№２９の病院（診療所）の事業でございます。病院（診療所）

につきましては、能登川町及び蒲生町が現在運営しておられます病
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院・診療所については、現行のとおり東近江市に引き継ぐものでござ

います。また、地域の医療を維持するため、医療機関の連携や機能分

担などを踏まえ、合併後の東近江市の医療体制について、早期に総合

的な検討を行うものでございます。 
文書手数料につきましては、東近江市で定めていない手数料につい

ては、合併時までに調整させていただくものでございます。 
以上、たくさん内容を申し上げましたが、以上で健康福祉関係事業

の提案とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
 
ただいま説明のありました議案内容につきまして、不明な点があり

ましたら、ご質問をいただきたいと思います。 
 

（なしの声あり） 
 
ないようでありますので、次に進めさせていただきますが、ここで

しばらく休憩させていただきます。 
 
正面右にございます時計で、３時５分から会議を再開させていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 
 

（休憩） 
 
再開させていただきます。 
続きまして、協議第２１号「産業経済関係事業について」を、事務

局から説明申し上げます。 
 
協議第２１号「産業経済関係事業について」の提案をさせていただ

きます。 
№１に調整方針として、農林水産および商工・観光・労政施策につ

いては、東近江市の制度及び方針に統一するというものでございます。

ただし、別に調整が必要な事業については、各項目で定めるとおりと

するものでございます。 
１番目、農林の中の農業でございますが、農業基本計画、農業振興

地域整備計画、米政策及び生産調整、認定農業者につきましては、そ

れぞれ各市町で現在実施されておりますし、内容も同一でございます

ので、そのまま引き継ぎまして実施していくものでございます。 
№２につきましては、農村整備の中で農村振興総合整備事業がござ

います。この事業につきまして、蒲生町においては事業採択を受けて

おられますので、新市においても引き続き実施するものでございます。

能登川町につきましては、計画はまだされておられませんので、同町

域の基本計画・実施計画を策定いたしまして、逐次事業を実施するも
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のでございます。 
林業につきましては、東近江市にほとんど集中しておりますので、

その調整方針で進ませていただくものでございます。 
以下の商工、観光、労政につきましても、東近江市の欄にあげてい

るような調整方針で進ませていただくものでございます。 
以上が提案内容でございます。よろしくお願いいたします。 
 
ただいま説明をいたしました議案内容につきまして、不明な点等が

ございましたら、ご質問をお願いします。 
 
№４の観光イベントですけれども、能登川町さんと蒲生町さんは該

当なしとなっているのですが、能登川町さんと蒲生町さんは何もやっ

ておられないという意味ですか。 
 
事前に伺っている範囲では、観光事業で行政に関するものおよび観

光協会の所管するものという形ではあがってきておりませんので、こ

のようになりました。 
蒲生町では、あかね夏祭りがあるということを聞いておりますけれ

ども、コミュニティの振興事業的なものということですので、観光事

業からは除外させていただきました。 
また、能登川町ではドラゴンカヌー大会という大きなイベントを大

中の方で実施されておりますが、社会体育の関係する事業という形で

実施されておりますので、観光事業からは除外いたしております。以

上でございます。 
 
よろしいですか。 
特にないようでございましたら、次の提案に移ります。協議第２２

号「東近江市・能登川町・蒲生町合併建設計画（素案）について」を

事務局から説明申し上げます。 
 
それでは、事務局から合併建設計画（素案）についてご説明を申し

上げたいと思います。資料は、協議第２２号と書いております書類と、

横長の資料『財政推計』、この２つの書類を使わせていただきます。 
計画の策定方針につきましては、前回１２月７日の第１回検討協議

会で提案させていただき、その場で東近江市の新市まちづくりの理念

に沿って、両町の総合発展計画の内容を踏まえて策定するということ

をお決めいただいております。 
資料にはございませんけれども、素案を具体的に検討する中で、両

町の合併協議会委員の皆さまと事務局とが懇談させていただく場も持

たせていただきまして、アンケートの結果だけでは把握できない生の

声も聞かせていただいて、２町が東近江市に加わっていただいた場合



 

 - 17 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どのようなまちづくりができるかという議論もさせていただいたとこ

ろでございます。 
そうした意見も踏まえまして、本日提案させていただきます２町が

編入合併した場合の合併建設計画につきましては、１市４町の東近江

市まちづくり計画と共通する事業に加えまして、能登川町ならびに蒲

生町域にかかる事業につきまして構成をさせていただきました。 
目次からご説明させていただきます。大きな構成といたしましては、

１枚おめくりいただきました目次の中に書いておりますとおり、序論、

第１章 住民の意向、第２章 まちづくりの目標、第３章 主要事業、

第４章 財政計画から構成しております。順次ご説明させていただき

ます。 
１ページ、序論でございます。合併の考え方につきましては、４点

で整理させていただいております。１点目、地理的、歴史的なつなが

りでございますが、中段のところに、能登川町におかれましては１６

年１０月の先頃の町長選挙において町民の方が東近江市との合併を選

択され、また、蒲生町におかれては１１月の住民アンケートで合併の

参画の申し入れをされたという経過も書かせていただいております。

そのほか、２点目に日常生活圏の拡大、３点目に鈴鹿から琵琶湖ま

での連携ができる、４点目に地方分権の推進と行財政基盤の強化と、

こういう考え方で計画を構成するということを書かせていただいてお

ります。 
３ページにまいりまして、計画の概要につきましては、前回の提案

内容と同様でございますが、計画の趣旨といたしましては、合併後の

能登川町域、蒲生町域及び東近江市域について、まちづくりの基本方

針を定めるということ、ないしは、速やかな一体化を促進するという

ことが、この計画の趣旨でございます。 
計画の構成は今ほど申し上げたとおりでございます。なお、３点目

の計画の期間でございますが、前回の提案の中では、新市まちづくり

計画（東近江市）の計画との整合を考えまして、この計画については

９年間という提案をさせていただきましたが、国の財政支援の活用を

考慮いたしますと１０年間とする方が好ましいと考えられますので、

この計画の中では、合併が行われる平成１７年度およびこれに続く１

０年間という計画の期間に変更させていただきたいと考えておりま

す。 
続いて、４ページの説明に移らせていただきます。合併後の東近江

市の概況について、５点にわたりまして整理させていただいておりま

す。 
位置と地勢については、ご覧のとおりでございますが、面積につき

ましては、３８３ｋ㎡、県面積の９.５％を占めるということになりま
す。県内の合併後の姿を見ますと、高島市、甲賀市に次いで県内３番

目に大きな市になるということになります。 



 

 - 18 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交通体系の状況でございますけれども、市の西部を主要地方道大津

能登川長浜線ないしは湖周道路がございます。また、中央には名神高

速道路、ほかの国道といたしまして３０７号・４２１号がございます。

また、公共交通につきましては、ＪＲ琵琶湖線、近江鉄道が市の中心

部を南北に走るというような形になろうかと思います。 
人口の関係でございますが、国勢調査人口によりますと、114,395
人、大津市、草津市に次いで県内３位の人口になる市でございます。

５ページで、高齢化率が書いてございますが、高齢化率は６５歳以

上の高齢者の割合を表し、１７.８％で、滋賀県全体より高齢化が進ん
でいるという状況でございます。 
産業の動向については、記載させていただいておりますとおりでご

ざいます。 
６ページに移らせていただきまして、今後の主要指標といたしまし

て、人口の見通しを書かせていただいております。国勢調査では

114,000 人余りでございますが、今後しばらく増加の状況が続きまし
て、平成３２年頃にピークを迎え、それ以降は少しずつ減少に転化す

るという推計がされております。 
下の表には平成４２年までのデータを、参考までに示させていただ

いておりますが、合併１０年後の見通しとしては、おおむね 120,000
人程度の人口になるという見込みをしております。 
７ページ、第１章 住民の意向でございますけれども、アンケート

調査を両町で行っておられます。 
能登川町におかれましては、合併参画を前にして平成１６年１０月

に、町単独で調査をしていただいております。その結果でございます

が、『新しいまちに望む将来イメージ』は、「安全で平和なまち」が最

も多く、次いで「安心して生活できるまち」、また、『新しいまちで重

点的に取り組む施策について』は、「医療施設や救急体制の充実」が

39.2％で最も多く、次いで「高齢者福祉」、「生活道路の整備」ないし
は「学校教育の充実」といった声をご要望としていただいております。

蒲生町におかれましては、１年前の平成１５年１０月に、蒲生町・

日野町のまちづくり協議会として実施されたものを引用させていただ

いております。その時の結果でございますが、『新しいまちに望む将来

イメージ』としては、「安全なまち」が最も多く、また、『新しいまち

で重点的に取り組む施策について』は、「医療施設の整備」、「バスや鉄

道などの公共交通の利便性の向上」といった要望を高く寄せていただ

いているところでございます。 
こういった声を踏まえまして、以下にまちづくりの目標を提示させ

ていただいております。 
８ページ、第２章 まちづくりの目標でございます。この目標につ

きましては、東近江市のまちづくり計画に沿った４つの姿および将来

像を踏まえまして、同様の考え方で提示させていただいております。
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つまり、市民と行政のパートナーシップを基本的な考えといたしまし

て４つの姿、《地域が有する自然や歴史を大切にするまちをめざす》、

《暮らしの豊かさを実感できるまちをめざす》、《心の豊かさがふくら

むまちをめざす》、《個性ある地域の連携による交流のまちをめざす》

というめざすべきまちの姿と、将来像といたしまして、『みんなでつく

る うるおいとにぎわいのまち 東近江市』というまちづくりの目標

に基づいて、新しいまちづくりを進めていくということにしていきた

いと考えております。 
また、基本的なまちづくりの方向につきましては、施策の体系に合

わせて、９ページにございますとおり、６本柱で示させていただいて

おります。これにつきましても、東近江市の新市まちづくり計画のま

ちづくりの方向・考え方を踏襲しているところでございます。 
（１）住民が主役となるまちづくり、（２）人と環境にやさしいまち

づくり、（３）だれもが笑顔で暮らせるまちづくり、（４）次代を担う

人材を育むまちづくり、（５）地域の活力を生み出すまちづくり、（６）

市民生活、地域経済を支えるまちづくり、こういった６点でまちづく

りの基本的な方向を考えております。 
東近江市の新市まちづくり計画とは一部違う点、「鈴鹿から琵琶湖ま

での豊かな自然」でございますとか、１０ページの下の方にございま

すけれども、「幹線道路の整備やＪＲを利用しやすい環境づくり」とい

った点については、一部書き加えをさせていただいているところでご

ざいます。 
１１ページ以降に、合併後の東近江市の都市構造について、土地利

用のゾーンニングを示させていただいております。見開きのページの

１３ページをご覧いただきたいと思います。 
合併後の東近江市の都市構造でございますが、大きくは西のエリア、

左側の方に琵琶湖があります。これを「湖岸共生のゾーン」と名称を

つけております。東のエリアについては「森林共生のゾーン」、市の中

心部には「自然と文化の交流軸」として愛知川の河川が流れており、

その両岸には田園が広がっております。都市拠点である八日市の「に

ぎわい文化創造のゾーン」がございます。それとＪＲ能登川駅周辺の

「交流文化創造のゾーン」、そして歴史資産を抱える各地域の「歴史文

化創造のゾーン」、さらには蒲生町長峰地域を「自然居住文化創造のゾ

ーン」として、土地利用を進めることといたしております。 
具体的なゾーンの考え方については１１ページにございますが、説

明は省略させていただきます。 
第３章 主要事業につきましては、１４ページで施策の体系を改め

て示させていただいております。具体的には次のページからの基本施

策でご説明をさせていただきたく思います。 
１５ページ、（１）住民が主役となるまちづくりでございます。①市

民主体のまちづくり自治システムの構築でございますけれども、自治
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の基本的な単位でございますコミュニティ単位のまちづくりを支援す

るとともに、東近江市として既に取り組みを進めております市民主体

のまちづくり協議会の構築を図ることといたしております。また、そ

の活動を支援するため、支所へ地域振興担当職員の配置をすることと

いたします。 
また、市民主体のまちづくり活動を支援するため、まちづくり基金

を設置することといたしております。この金額につきましては、後ほ

ど財政推計の中でご説明申し上げます。 
②地域の一体感を生む市民間交流の推進でございますが、地域で行

われている各種イベントや事業の連携を進めまして、新しい市の一体

感の醸成に向けて取り組むことといたします。 
また、③多様な交流活動の展開、④お互いを認め合う人権尊重のま

ちづくり、⑤一人ひとりが輝く男女共同参画社会の実現を進めてまい

りたいと考えております。 
主要な事業は１６ページにございまして、今ほど申し上げましたま

ちづくり協議会の設置でございますとか、全市的イベントの創出、ま

たケーブルテレビ等を活用した地域情報提供の充実を予定しておりま

す。 
１７ページ、（２）人と環境にやさしいまちづくりでございますが、

①豊かな自然環境の保全と活用につきましては、愛知川の河川改修に

合わせて能登川町の自治会と行政の協働によりましていろいろな活

動、例えば竹やぶの管理、やぶの中のごみの撤去を行っていただいて

いるようでございますが、こうした取り組み、地域住民との協働を進

めて、多自然型工法による河川整備を進めまして、環境共生型河川の

実現をめざしたいと考えております。 
また、②環境にやさしい循環型社会の構築でございますが、東近江

市の環境基本条例に基づきまして、良好な環境保全と創造のための施

策を総合的に推進したいと考えております。また、節水や石鹸利用、

廃食油を排水に流さないなど、環境にやさしい消費生活の取り組みを

さらに進めていきたいと考えております。 
③自然の水環境に配慮した上下水道の充実、④快適な暮らしを支え

る良好な住環境づくりに向けた取り組み、⑤市民の暮らしを守る安全

安心のまちづくり、こういった施策についても取り組んでまいりたい

と考えております。 
主要事業といたしましては、１８ページにありますとおりでござい

ますが、今申し上げた事業のほかに、④のところには公営住宅の整備、

充実、⑤のところでは地域防災情報ネットワークの構築といったもの

を事業として考えているところでございます。 
１９ページ、（３）だれもが笑顔で暮らせるまちづくりでございます。

①健康づくりの推進につきましては、先ほど提案説明の中でもござい

ましたように、東近江市としては２つの公立病院を抱えることになり
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ますことから、住民の健康を守り、地域の医療を維持するため、医療

機関や介護保険施設との連携や機能分担などを踏まえ、合併後の東近

江市の医療体制について、早期に総合的な検討を行いたいと考えてお

ります。 
また、②互いに支える地域福祉の充実、③高齢者福祉の充実、④障

害者福祉の充実についても努めてまいりたいと考えているところでご

ざいます。 
２１ページ、（４）次代を担う人材を育むまちづくりでございますが、

①安心して子どもを産み・育てられる環境づくりにおきましては、幼

稚園と保育所の連携、乳児医療の充実に努めることといたしておりま

す。また、②子どもの教育環境の充実と青少年の健全育成におきまし

ては、快適な学習環境の整備を図るとともに、子どもたちに地元食材

を使った安全で栄養のある学校給食を提供するということも計画に掲

げさせていただいております。 
③生涯にわたる学習機会の充実でございますが、学習施設のネット

ワーク化と機能強化を図り、より身近で読書を気軽に楽しむことがで

きる学習環境の拡充に努めてまいりたいと考えております。 
主な事業につきましては、２２ページに書いてあるとおりでござい

ます。 
２３ページにまいりまして、（５）地域の活力を生み出すまちづくり

でございますが、①新産業の育成と既存産業の活性化ないしは②地域

資源を生かした観光交流産業づくりに努めてまいりたいと考えており

ます。 
また、③多面的機能を有する農林業の活性化におきましては、認定

農業者でございますとか、集落営農団体の育成に努めまして、魅力的

な地域農業の経営を支援してまいりたいと考えております。また、能

登川町の固有の事業ということになるかと思いますが、漁業がござい

ますので、良好な漁場環境の保全にも努めてまいりたいと考えており

ます。 
④にぎわいを生む地域商業の活性化といたしまして、魅力的な活力

ある商店街の活性化を進めてまいりたいと考えております。 
主な事業としましては、２４ページに書いておりますとおりでござ

います。 
２５ページ、（６）市民生活、地域経済を支えるまちづくりでござい

ます。①市内道路ネットワークの充実といたしまして、国道８号の渋

滞緩和対策、愛知川沿岸道路の整備によりまして、都市拠点または地

域拠点からＪＲ駅や市内との道路ネットワークを整備・強化してまい

りたいと考えております。 
②公共交通ネットワークの充実におきましては、東近江市では既に

コミュニティバスの運行がされておりますが、コミュニティバスの運

行の検討を２町においても進めまして、路線バス及び鉄道との連携な
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ど、利便性が高く快適な交通ネットワークの構築をめざしたいと考え

ております。 
③情報基盤の拡充でございますけれども、高度情報化社会の進展に

対応して、魅力ある情報先進都市をめざしております東近江市のケー

ブルテレビ網のエリアを拡大いたしまして、地域間情報格差を是正し

てまいりたいと考えております。 
④計画的な土地利用・基盤整備の推進でございますけれども、合併

後の東近江市の鉄道網、道路網及び土地利用の検討を進めまして、長

期的視野でＪＲへのアクセスと交流や商業などの機能創出に努めてま

いりたいと考えております。 
次のページでございますが、⑤河川整備の推進も必要になってまい

ります。愛知川・日野川といった河川改修を推進しまして、環境共生

型の河川整備を進めてまいりたいと考えております。 
なお、県事業を推進するということが２７ページに書いてございま

す。県との協議・調整に努めまして、その推進を図りたいという事業

がございます。上の方から、流域下水道事業ないしは農林業の活性化

に必要な事業、国道・県道の事業、今ほど申し上げました愛知川・日

野川、能登川町での大同川・躰光寺川といった河川が、県で整備をお

願いしたいというものになろうかと思います。今後、具体的には協議

してまいりたいと考えております。 
続きまして、第４章 財政計画でございます。２８ページに書いて

おりますとおり、財政計画につきましては、東近江市の新市まちづく

り計画に追加される額を計画したものでございまして、合併後の平成

１７年度から２７年度までの１１年間について、歳入・歳出をそれぞ

れの項目ごとに、過去の実績等を勘案しながら、普通会計を対象に作

成したものでございます。普通会計と申しますのは、一般会計と特別

会計を合わせたものでございまして、水道や病院、介護保険などの企

業会計は除いたものでございます。 
なお、東近江市の予算につきましては現在編成中でございますので、

合算した額ではなく追加される額という形でお示ししております。こ

れについてのご理解をいただきたいと思っております。 
詳細は後ほどご説明申し上げますが、概略だけ歳入・歳出に分けて

ご説明申し上げます。 
地方税につきましては、現行の税制度を基本に人口増ないしは合併

による事務調整の影響額を反映して算定しております。 
地方交付税につきましては、現行制度を基本に、普通交付税の算定

の特例等を見込みまして、併せて合併特例債の償還に係ります交付税

を考慮しております。 
国庫・県支出金につきましては、過去の実績と併せまして、県の財

政支援措置を見込んでおります。 
繰入金につきましては、年度間調整をした場合の基金からの繰入額
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を見込んでおります。 
地方債につきましては、合併建設計画に係ります財源として必要額

を見ております。 
２９ページ、歳出の人件費でございますけれども、一般職員が退職

しますのと合わせて採用を抑制することによりまして削減を予定して

おりますので、その見込み額をこの中で表しております。 
物件費につきましては、合併による事務経費の削減効果を見ており

ます。 
扶助費につきましては、生活保護費の増額がございますので、それ

を見込んでおります。 
投資的経費については、先ほど申し上げたとおりでございます。 
歳入歳出の金額を百万円単位で表現したものが、最後のページでご

ざいます。おおむね歳入歳出 120 億円程度の予算額が追加されるとい
うことを推計しているところでございます。なお、合併関連事業が一

段落します平成２７年頃の東近江市との合算額につきましては、おお

むね 400億円弱になるかと思います。この規模につきましては、現在
の草津市ないしは彦根市の財政規模程度に近づくのかなと考えている

ところでございます。 
今申し上げました財政計画の根拠となります財政推計の資料を、横

長の資料として添付させていただいております。 
１枚おめくりいただきますと、合併による財政影響額が書いてござ

います。今ほど申し上げたものをわかりやすい形で整理しております。

まず、市税につきましては、法人市民税につきまして税率が変わる

ということで、市税の増加を想定しております。影響額につきまして

は、年間約 3,100 万円でございますが、これについては景気等で変動
する恐れもございます。 
使用料につきましては、影響の大きいと思われる保育料が、東近江

市の保育料に統一されると、1,200万円程度減少するということになる
かと思います。 
扶助費でございますが、市の制度に移行することに伴いまして、２

町分の生活保護の事務が県から委譲されます。生活保護費の増額は 1
億 2,500 万円でございます。また、福祉医療費の制度が東近江市の制
度に変わりますと、3,200万円余りの減額が見込まれますので、こうい
ったものを財政の影響額に見込んでおります。 
右側に人件費の削減見込みをあげさせていただいております。合併

と同時に能登川町・蒲生町における特別職の方、議員数の減を見込ん

でおります。特別職については、１市２町の四役１２人が合併後は４

人、議員さんにおかれては５２人から合併後は３４人、この数字につ

きましては、人口 10万人から 20万人までの地方自治法上の法定上限
数をあげさせていただいております。今後この数字が変わる場合は、

また修正させていただきます。 
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職員については、類似団体の規模に合わせまして、概ね 200人程度
減少するという見込みをしております。 
職員給の減額部分につきましては、右の図に書かせていただいてお

りまして、東近江市１市４町の職員についても現在削減途上になるか

と思いますが、この合併によりましてより多く削減することができる

ということを表しております。 
下のところに投資的経費の推移をあげております。東近江市と２町

が合併しますと、投資可能な額を上の白抜きのところであげておりま

すが、決して２町と東近江市をこれで区分したというものではなく、

１市２町全体で投資可能な額というものが、この上のグラフの金額で

あるというふうにご理解をいただきたいと思います。その投資的経費

を用いまして、一体性の確保や均衡ある地域の発展に向けて取り組ん

でまいりたいと考えております。 
なお、合併特例債事業につきましては、下にも書いておりますとお

り、合併後１０年間に限り可能なものでございます。交付税措置が毎

年されるということを書かせていただいております。 
各科目の説明については、２ページ・３ページのところにございま

す。歳入の地方税につきましては、先ほど申し上げましたとおりです。

地方交付税の通常分については、一本算定まで逓減するということを

お示ししております。普通交付税の中では、合併補正で合併直後の臨

時的経費について交付税措置がされる、また特別交付税においても３

年間の財政措置がされるということ、３ページにおきましては、国庫

支出金におきまして生活保護費の関係を書いておりますが、扶助費の

４分の３が交付されということを書かせていただいております。 
なお、県支出金のところでございますが、合併支援特例交付金分と

いたしまして、５年均等で 2,000 万円ずつ、総額で 1億円交付を受け
る予定をしております。 
一番下の地方債でございますけれども、通常分と合併特例債分に分

けております。合併特例債分の上限については書いてあるとおりでご

ざいますが、建設分につきましては、毎年これだけを使いますとなか

なか財政運営が厳しくなりますので、これの内数として先ほどお示し

した数字を活用してまいたいと考えております。 
基金につきましては、この金額をすべて積み立てる予定をいたして

おります。 
なお、歳出につきましては、４ページ・５ページに書いております。

議員報酬は先ほど申し上げたとおりでございまして、東近江市の定員

２４人に対して１０人増員されるという推定で算定いたしておりま

す。職員給については、先ほど申し上げたとおりでございます。 
右側でございますが、投資的経費の合併特例債事業分につきまして

は、合併の建設計画に基づいて必要年度に対象事業経費をあげており

ます。推計している数値については次のページにありますので、ご参
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照いただきたいと思いますが、この数値につきましては現時点での試

算推計でございますので、景気等が悪化すればまた見直しが必要にな

ってこようかと思います。 
また、東近江市全体の執行といたしましては、議会の皆さんや住民

の皆さんと協議していきたいというふうに考えているところでござい

ます。 
おおむね以上が財政推計ならびに合併建設計画素案の説明でござい

ますが、年明けの１月１２日には意見をとりまとめさせていただきま

して素案を確定し、県の方と事前協議に入らなければ、任意協議会と

しての協定項目をとりまとめることができないという状況でございま

すので、年の瀬を控えまして何かとお忙しい時期かと思いますが、再

度、委員の皆さまにはお読みいただきまして、委員の皆さまのお手元

に用紙をお配りいたしておりますので、これによりましてご意見をお

寄せいただければと考えております。大変厚かましいお願いではござ

いますけれども、決して協議会の議論を妨げるという趣旨ではござい

ませんので、この趣旨をご理解いただきまして、ご協力をお願いした

いと思います。 
以上で提案説明を終えさせていただきます。 
 
ただいま説明いたしました議案内容につきまして、おわかりにくい

点がございましたら質問をお願いいたします。 
 
五個荘の寺村です。大変な量のまとめをしていただいたのですが、

確か、まちづくり計画の委員さんを選ばせていただきましたので、１

回でこれだけまとめられたのですか。 
 
事務局からお答え申し上げます。 
今回は、小委員会というものを設けておりません。しかしながら、

今回参入される蒲生町さん、能登川町さんの委員の皆さまと全く意見

交換・議論なしで提案させていただくこともできませんので、素案を

つくる前に、原案もなにもない状況で現状を議論していただきまして、

新しい市に望まれるような事項でございますとか、どんなまちをつく

りたいかというご要望について、各々２回ずつ議論をさせていただく

場を持たせていただきました。 
そのご要望なり総合発展計画、それと東近江市の新市まちづくり計

画との整合といったものを踏まえまして、今回提案させていただいた

ということでございます。 
 
了解しました。ご苦労さまでした。大変な作業だと思いますので、

そのご苦労に対して敬意を表します。 
今回提案いたしました以上４件の事項につきましては、次回の協議
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会でご審議をいただくわけでありますけれども、おわかりにくい点で

ありますとか、また、いろいろな質問がございましたら、電話でも結

構でございますので、ご遠慮なく事務局なり、また、それぞれ市や町

の担当者にお聞きいただければというふうに思っております。 
この場では以上でよろしいでしょうか。 
それでは、また後ほど、申し上げましたように不明な点がありまし

たら、電話でも結構ですから、ご質問いただければ結構です。 
それでは、次第６番、その他につきまして事務局から説明をいたし

ます。 
 
それでは、次回の第３回目の協議会の開催でございますけれども、

期日は、年が明けまして１月１２日（水）でございます。時間は午後

２時から、会場につきましては、五個荘町のてんびんの里文化学習セ

ンターとなっております。なお、傍聴人数は４０名を予定いたしてお

りますので、よろしくお願い申し上げます。以上でございます。 
 
それでは、長い時間ありがとうございました。本日の議事をすべて

終了いたします。長時間にわたり慎重なご審議、ありがとうございま

した。 
 
どうもありがとうございました。 
それでは、閉会にあたりまして、副会長であります山中壽勇蒲生町

長がごあいさつを申し上げます。 
 
それでは、閉会にあたりましてお礼のごあいさつを申し上げたいと

思います。地元の町長として、また、副会長としてごあいさつさせて

いただきます。 
師走の慌しさが日一日と迫ってまいります本日、第２回目の東近江

市・能登川町・蒲生町合併検討協議会を開催させていただきました。

年末極めてお忙しい中、遠方までお運びいただきまして、大変ありが

とうございました。提案させていただきました議案については１０件、

いずれも慎重にご審議をいただきまして、原案のとおりご決定いただ

きましたことにお礼を申し上げたいと思います。 
加えまして、次回の協議事項についても４件、中でも１件について

は新市まちづくりの構想の素案でございますけれども、重要なことで

ございますので、次回に順調な審議がしていただけますようによろし

くお願いを申し上げたいと思います。 
年内も余日が１０日を切りました。この１年間、皆さんそれぞれの

まちのために大変ご活躍いただきましたし、加えまして１市２町の新

しい市制をめざします協議会の委員として加わっていただきまして、

今日までご審議をいただきましたことに、厚くお礼を申し上げたいと
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思います。 
少し早いようでございますけれども、協議会としてお集まりいただ

くのは今日が最後になります。この１年間、それぞれご活躍なりご協

力いただきましたことにお礼を申し上げたいと思いますし、新しい年

がまず東近江市の誕生を皮切りに、私たちのまちなり本日お集まりの

皆さん方のまちに良い年でありますとともに、それぞれ皆さんのご多

幸な年でありますことをご祈念申し上げまして、本日の閉会のごあい

さつとさせていただきます。本日は大変ご苦労さまでございました。

 
ありがとうございました。これをもちまして第２回合併検討協議会

を終了させていただきます。大変ご苦労さまでございました。次回第

３回合併検討協議会、よろしくお願いいたします。 
 

（閉会） 
 
 
 
 
 
 

 
 


